
1月　東京都NIE推進協議会　定例部会報告 
江東区立東雲小学校　白井史朗 

 
1．4年生　国語「未来につなぐ工芸品」「工芸品のみりょくを伝えよう」 
光村図書４年「未来につなぐ工芸品」「工芸品のみりょくを伝えよう」の資料として、朝日

小学生新聞2024年10月24日を使用。 
2．高学年　委員会活動での産経新聞社　「かんたん号外くん」の使用。 
　広報委員会の活動で継続的に使っている。12月2日(月)に東京ガーデンシアターで、音楽会を
行った。行事に向かう中で、学年の取り組みを児童が取材をした。そのことを記事にして、校内

掲示板に掲示した。 

 
３．5年生　社会「環境を守るわたしたち」で、朝日新聞社「知る水俣病の活用」 
東京書籍　ｐ122～123　水俣病の紹介がある。その中で、朝日新聞社の「知る水俣病」を活用予
定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4．5年生　社会「情報産業とわたしたちのくらし」 
目標　放送などの情報産業で働く人々について、情報を集め発信するまでの工夫や努力などに

着目して、聞き取り調査をしたり映像や新聞、インターネットなどの各種資料で調べたりする・・・ 
 
東京書籍の教科書では、 
・テレビ局を中心に取り上げている。 
　情報の集め方(取材) 
　伝え方(肖像権、アナウンサーの工夫) 
　受け手の影響（情報により行動が変わったり、混乱する可能性があったりする） 
などを学習する。 
　その後、見開き1ページで、新聞の役割について考える内容がある。 
＜内容＞ 
信濃毎日新聞を扱っている。 
新聞ができるまでの流れ。 
地域の情報を載せている。 
NIEについても載っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．5年国語　単元「あなたは、どう考える」 



ねらい 
知識・技能 
語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し、語や語句を適切に使えるようにする。 
思考・判断・表現 
文章全体の構成や展開が明確かどうかを意識し、他者と感想や意見を伝え合いなが

ら、自分の文章のよい点を発見する。 
授業計画 
1時間目 
・学習の見通しを持つ。 
　他者の意見に共感したり意見を持ったりした経験について発表する。 
2時間目 
・自分の関心のあることを題材として選び、主張を考える。 
　教科書の作例を読み、よい点を見つける。 
　教科書の投書例や「題材の例」を参考にしながら題材を集め、その中から決定する。 
3時間目 
・自分の考えを見直し、グループで意見文を見せ合う。 
　主張や理由、根拠について、説得力のある点や補足が必要な点を友達と意見交換

する。 
4時間目 
・文章の構成を考える。 
　教科書の例を参考に、収集した情報を整理し、どの順番で取り上げるかを決定す

る。 
5時間目 
・構成を基に意見文を執筆する。 
6時間目 
・意見文を読み、感想を伝え合う。 
　教科書の感想例や質問例を参考にしながら、意見文のよさを引き出し、気づきを深

める。 
・学習を振り返り、「たいせつ」「いかそう」で身につけた力を確認する。 
 
ポイント 
1・2時間目の導入の段階で、新聞の投書を参考にするという活動があるので、例とし
て活用した。 
　朝日新聞　声（2024/10/29） 
　産経新聞　談話室(2025/1/16) 
　東京新聞　発言（2024/12/20） 
　読売新聞　気流（2024/12/27） 
 



 
 
 
 
 
 
 


